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第 4 章と第 5 章では，実システムにおいてしばしば現われ，安定性劣化の原因となるむfご時間要素を
含んだ大規模システムに対して，分散制御による安定性について論じ，安定化法を導いている。第 4 章
では時不変システムを，第 5 章では時変システムを扱っている。
第 6 章では，本論文で提示した分散制御法を，分散制御が必要な磁気浮上車両の案内制御と 2 地域か
らなる電力系統の負荷周波数制御に適用し，計算機シミュレーションによりその実効性を確かめているo
第 7 章では，本研究の総括と結論を述べている。
論文の審査結果の要旨
多数のサブシステムの複合 iとより構成される大規模システムの制御には，サブシステムごとに制御を
行うといういわゆる分散制御法が実用上有効な方法であるとされているが，その設計理論 iとは未整備な
点が多く十分に開発されているとはいえない。本論文は線形システムに対し分散制御の適用可能性を明
らかにするとともに所要の特性を実現する設計法を与えるもので，その主要な成果を要約すると以下の
ようになる。
(1) 大規模線形時不変システムについて，分散状態フィードパックによるロバストな最適レギュレータ
の構成法を開発し，その有効性を実システムについて確かめている。さらに分散サーボ機構によって
全体システムに所要のサーボ特性をもたせうるロバストサーボ系の構成法を与えている。
(2) 時変要素やむだ時間要素を含む線形の対象について，分散制御による安定化の一般的な条件を導い
ている。さらに，指定された安定度を達成する分散安定化法を与え，実システムモデルについてその
有効性を示している。
以上のように本論文は，大規模線形ダイナミカルシステムの分散制御に関し，理論上の基礎を与えた
のみならず，実用への適用可能性を示すものであり制御工学上寄与するところが大きい。よって本論文
は博士論文として価値あるものと認める。
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